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トレーサーとして30% Horseradish peroxidase (HRP: 5 igma type VI) または Evans blue , 
Primul ine , DAPI などの蛍光色素を用いた。トレーサーを脊髄 (Th s またはL 3) あるいは下垂体に
別々にまたは同時に注入し， 24~72時間後，濯流固定した。 HRP の証明には tetramethyl benzidine 
(TMB) 反応を用いた。
② RT法と組織化学的方法の組合わせ
(a) HRP を脊髄に注入した例において，切片にまず Diaminobenzidine 反応を施したのち， KMn04 
-H2 50 4 液で酸化を行ない ， aldehyde -thionin 染色し， HRPで標識された PVN ニューロンが神経分
泌物を有するかどうかを検討した。
? ??
(b) Primuline を脊髄に注入した例では抗oxytocin 抗体，抗vasopressin 抗体を用いて，標識さ












脊髄にHRP を注入し， TMB 反応後電子顕微鏡で観察すると，標識された大型ニューロンは長径約




HRP により標識され，た大型のPVN ニューロンの多くはaldehyde-thionin 染色陽性を呈し，神経
分泌物を有する事が示唆された。さらに，抗oxytocin 抗体，抗vasopressin 抗体を用いた方法では，








細胞は神経分泌染色に強から中等度陽性を示し， oxytocin あるいはvasopressin を有するニューロン
であることを証明した。






組織化学的に，大型細胞が， oxytocin あるいは vasopressin を産生している事を証明している。
以上の事実は，従来より下垂体後葉ホルモンとして知られてきた oxytocin ， vasopressin が中枢神
経内において神経伝達物質あるいは神経修飾物質として働く事を強く示唆したものとして高く評価さ
れるものである。
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